
まわる ･め ぐる

1. はじめに

ここで取 り上げる ｢まわる｣と ｢め ぐる｣は国立国

語研究所1964では ｢2.1511揺れ,振れ｣及び ｢2.1523

走り,飛び,流れなど｣に分類されておI).意味も類

似している｡また漢字で表記する場合,｢廻る｣を ｢ま

わる｣とも ｢め ぐる｣とも読ませることがある｡この

二つの動詞の用法では,

(1) 知人の家を まわる｡

(2).知人の家を め ぐる｡

のように二語が置き換えられる場合もあれば,

(3) 太郎は次郎の家を まわってから ･Jij.L宅する｡

(4)×太郎は次郎の家を め ぐってから 帰宅する｡

のように置き換えのできない場合 もある｡また(1)(2)の

ように-置き換えられても意味に微妙な差があるように

思える｡以下,この二つの動詞 ｢まわる｣と ｢め ぐる｣

の患味 ･用法について考察してみたい｡

2.分析の前堤

助詞の意味はただ一つしかないというのではない｡

助詞に様々な用法があることからこれはわかる｡派生

的用法というものであるh

動詞の意味は校数の潜在的な意味素性の束からなっ

ている｡そして助詞が文の中に統合されて初めて,そ

の動詞のその構文における意味としてそこにふさわし

い意味素性が実現 されると考える｡つまり.動詞の

意味は構文によって決定 されるのである｡言ってみ

れば,助詞の意味は全て意味素性の派生的意味なので

ある｡したがって助詞の意味を考察する場合,構文的

考察が必要となってくる｡

この立場から ｢まわる｣と ｢め ぐる｣の意味を考察

するために.まず構文の考察から入っていくことにす

る｡

3. 分析

｢まわる｣と ｢め ぐる｣の用例を集めてみると,(むか

格のみをとるもの,ガ格の他に② ヲ格(卦二格④-格を

とるものに分類できる｡以下.それぞれの構文に分け

て志味を分析する｡

杉 本 武

3,1. か格のみをとるもの

ここでか格のみをとるものというのは,ヲ格 ･ニ格 ･

-格を付け加えると非文法的になるものである｡した

がって

(5) 杯が まわる｡

(6) 堀が め ぐる｡

のような,それぞれ ｢座ヲ｣｢皇居ヲ｣等を省略した用

法はここには含めない｡

まずか格のみをとる例文を挙げて,それぞれ ｢まわ

る｣｢め ぐる｣が互いに置き換えることができるかを調

べてみると,

(7)事態が まわる｡

(8)×串韓が め ぐる｡

(9) 目が まわる｡

(10)×目が め ぐる｡

(ll) 地球が一回 まわる 間が一 日です｡

(12)×地球が一回 め ぐる 間が一 日です｡

(13) 時計の長針は一 日に二十四回 まわる｡

(14)X 時計の長針は一 日に二十四回 め ぐる｡

(19×因果は

(16) 因果は

(17)×月日が

(18) 月日が

(19)×春が

位0) 春が

まわる｡

め ぐる｡

まわる｡

め ぐる｡

まわって来る｡

め ぐって来る｡

Cl)×今年 もまた入試のシ-ズンが まわって来る｡

(劫 今年 もまた入試のシーズンが め ぐって来る｡

のように.｢まわる｣と｢め ぐる｣の･Eき換えはできな

い｡ただ r広辞苑 第二版｣によると ｢串韓が め ぐ

る｣という用例があるが,私の内省では認められない

ので一応除外した｡

(7)(9)(ll)(13)の例文で ｢まわる｣は,か格に立つものが

それ自身で回転する迎王臥 つまり自転運動を表わす｡

一方(16)(18)¢0)C2)の例文で ｢め ぐる｣は時の経過を表わし

ている｡

｢まわる｣でガ格に立つ名詞は 〔+Animate〕でも

〔-Animate〕でも,〔+Hulmn)でも 〔-HurTun〕

でもかまわない｡要はそのものが自らの力で回転する

か,あるいは他からの力で回転すればいいのである｡

また ｢まわる｣ものは完全に一回.転する必要はないO

- 18-



位3) ノックとともに ドアのノ7'が まわるo

Lかし ｢めぐる｣は時の経過を衷わすので,ガ格の

名詞は自ら制限される｡しかしその鰍 こ検討すべきこ

とは,同じ時の経過を表わすにしても,｢めぐる｣の用

いられる構文に二通りあることである｡つまり(16)(18)の

ように ｢めぐる｣をそのままで使う構文と,(20)¢2)のよ

うに ｢め ぐって来る｣の形で使う構文とがあり,しか

も両者は逝き換えができない｡

(紬 季節が

¢5)×季節が

位の 因果は

C7)×因果は

任8)×春が

伽) 春が

めぐる｡

め ぐって来る｡

めぐる｡

め ぐって来る｡

めぐる｡

めぐって来る｡

(30)X今年もまた入試のシーズンが めぐる｡

(31) 今年もまた入試のシーズンが めぐって来る｡

ここで,

構文A:NAガ め ぐる N:Noun

構文B:NBか め ぐって来る

と定めておく｡ところで構文Bは 〔NlかN2ニ めぐっ

て来る〕のようにこ格をもとる｡しかし構文Bはこ格

をとらない構文Aと関連し,類似している｡また構文

Bは ｢来る｣という動詞のためにこ格をとるようにな

ったと考える｡このために構文Bもこの節で扱うこと

にする｡

まずか格にどのような名詞が立つかみてみると,捕

文A･Bともに時間的な概念をとる｡しかし(24)と(細と

を比べてみると,時間的な概念でも性質が追う｡｢春｣

も一つの季節であるが,伽の｢季節｣は春 ･夏 ･秋 ･

冬の全体としての季節である｡そしてこの ｢季節｣に

しろ(26)の ｢因果｣にしろ,一つの過程が終わるとまた

元に戻るものである｡つまりNAは時間的に回帰する迎

鎖の全体である｡したがって｢時間｣のように回帰する

と意識されないものはNAには立たない｡

(32)×時問が めぐる｡

一方の構文Bでは,蛾文Aの連鎖全体の一部に前日

する｡したがってこの時の経過も反子馴勺である｡

(33) 春が めぐって来る｡

(34)×新春が め ぐって来るO

以上から.｢めぐる｣についてJq理してみると,｢め

ぐる｣は7T格のみをとる場合,反復的 ･回帰的な時の

経過を表わし,〔Nか め ぐる〕の構文では, 回付的

な時間の連鎖全体に着日し,〔Nガ めぐって来る〕の

構文では,連鎖の一部にYr日する｡この全体か一部か

という差速は,｢めぐる｣が ｢来る｣に接続 したため

で,｢来る｣に由来するものであろう｡

3.2. ヲ格をとるもの

｢まわる｣も ｢め ぐる｣もガ栴とといこヲ格をとる｡

ヲ格をとる用例を構文別に分類してみると,

1.Nsingのまわりヲ V

2.Nsingヲ V

3.Nplヲ V

sing:Singdar pl:p一ural

V- ほ わる/め ぐる[

の三つに分けられる｡Nには物体 ･地点 ･地域を表わ

す名詞が立つ｡また単数 ･複数とは,Nに立つ物体 ･

地点 ･地域が一つであるか,複数であるかということ

である.以下この分薫別こ従って ｢まわる｣と ｢めぐる｣

を分析してみる｡

3.2.1. Nsingのまわりヲ まわる/め ぐる

(35) 地球は太陽のまわりを まわる｡

(36)×地球は太陽のまわりを めぐるO

(37) フェリーがうず潮のまわりを まわる｡

(38)×フェリーがうず潮のまわりを め ぐる｡

(39) 町のまわりを まわる｡

(40)×町のまわりを めぐる｡

また ｢～のまわりヲ｣ではなく,｢～の周囲ヲ｣等で

もよい｡さらに,

(41) 衛星が軌道を まわる｡

(42) 遊動選手が トラックを まわる｡

のように,ヲ格には ｢-のまわり･周囲｣等だけでは

なく,環状のものを表わす名詞も立つ｡

この構文では ｢めぐる｣は使えない｡｢まわる｣がこ

の構文をとった場合,ある一つの物体 ･地点 ･地域の

外部をFほ描いて7T格に立つものが移動することを表

わす｡さらに,

(43) 池のまわりを まわって 向こう側へ行こう｡

のように.円の一部の移軌 すなわち弧を描 く移動で

もよい｡

以上のようにこの構文では,｢まわる｣は,ガ格名詞

.がある一つの物体 ･地点 ･地域の外部を円または弧を

描いて移劫する運動を衷わし,ヲ格にはその物体 ･地

点 ･地域の外部.すなわち事物 の軌跡を示す名詞が立

つ｡

3.2.2. Nsingヲ まわる/めぐる

ヲ格にはある一つの物体 ･地点 ･地域をとる｡しか

し,
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(44)地球は太陽を まわる｡

脚 観光客が京都を まわる｡

の二文では rまわる｣の表わす運動は異なる｡(44)は(39

と同じ道劫を表わし,ヲ格名詞の示すものの外部での

移動を表わす｡それに対して(4馴まヲ格名詞の示すもの

の内部での移肋を表わす｡そこでこの構文を.

1.ヲ格の外部での移動を表わすもの,

2.ヲ格の内部での移動を表わすもの,

の二つに分けて考察をすすめる｡

3.2.2二1. ヲ格の外部での移動

(46) 地球は太陽を まわる｡

㈹ ×地球は太陽を めぐる｡

(48) -イキングで奥多廊湖を まわる｡

(49)X-イキングで奥多噺胡を めぐる｡

(50)フェリーがうず潮を まわる｡

伍l)×フェリーがうず潮を めぐる｡

伍2) 池を まわる｡

(53)X池を めぐる｡

これらは 〔Nsingのまわりヲ まわる〕と同じく,

ある一つの物体 ･地点 ･地域の外部を円または弧を描

いて移動する遊動を表わす｡そしてヲ格には遊動の中

心を示す Nsingが立つ｡またこの構文でも ｢めぐる｣

は使えない｡

しかし小6)(4g)はあまり諮ち･Bさのいい表現ではない｡

〔Nヲ〕ではなく 〔Nのまわりヲ)の梯文をとった方

がよい｡また(50)(52)は唆味である｡これはヲ格名詞が単

数とも校数ともとれるからで,複数ととると構文が異

なり.忠味も違ってくる｡その場合 ｢めぐる｣も使え

るようになる｡このことは 〔3.2.3.〕で扱う｡

またこの柵文でも 〔Nsingヲ まわる)の構文と同

じように,移動の軌跡は円ではなく弧でもよい｡

(54) 池を まわって rfiに う仰EJへ行こう｡

脚 パスコ･ダ･ガマは寄望峰を まわって イン

ドに適した｡

伍の 通行人が角を まわる｡

これらは障害物等があって直進できないので蓬回し

て進むことを表わす用法である｡

先に ｢めぐる｣はこの桃文では使えないとしたが,

(51) 堀が城を めぐる｡

(58) 柵が庭園を めぐる｡

のように,移動ではなく状態を表わす時には倣われる｡

｢まわる｣にはこの用法はない｡

(59)X堀が城を まわる｡

(細 x柵が庭園を まわる｡

この構文で ｢めぐる｣はガ格に立つものがヲ格に立

つものを取l)囲んでいる状態を表わす｡しかもヲ格の

全体を取･り開んでいなければならない｡

(61)×堀が城の東側を めぐる｡

(62)X柵が庭園の道路側を め ぐる｡

さらにこの状態的な用法から

¢3) この間題を めぐる 討論｡

という派生的用法が生じる｡

3.2.2.2. ヲ格の内部での移動

(帥 観光客が京都を まわる｡

鵬)?観光客が京都を めぐる｡

¢6)休暇に外国を まわる｡

仰 ?休暇に外国を めぐる｡

¢8)巡査が夜の町を まわる｡

剛)X巡査が夜の町を めぐる｡

以上のようにこの構文では ｢まわる｣が倣え,ヲ格

で示される地域の内部をあちこちと移動することを表

わす｡しかし,脚即)の例文の認定に関しては個人差が

ある｡これは 〔3.2.3.〕◆と関係があるので,そこで扱

うことにする｡

3.2.3. Nplヲ まわる/めぐる

この構文では ｢まわる｣も ｢めぐる｣もヲ格で示さ

れる複数の物体･地点･地域を経由する移動を表わす｡

qO) 気に入うた洋服を探してあちこちのデパー トを

まわる｡

ql) 気に入った洋服を探してあちこちのデバ- トを

めぐる｡

(72) 各地の名所 ･旧跡を まわる｡

(73) 各地の名所 ･旧跡を め ぐる｡

伽)知人の家を まわる｡

陶 知人の家を め ぐる｡

以上のように ｢まわる｣も ｢めぐる｣もこの構文を

とるが,ニュアンスが適うようだ｡

(76) 各地の名所 ･旧跡を 足早に まわる｡

(77)×各地の名所 ･旧跡を 足早に め ぐる｡

このように｢めぐる｣には移肋の経過は含まれない｡

したがって ｢まわる｣は遊動そのものを示 し,｢めぐ

る｣は経由点の存在を必要とする｡このことから他の

構文でなぜ ｢めぐる｣が使えないかがわかる｡経由点

がないからである｡したがって〔Nsingヲ)の柵文で,

ヲ格に地域をとり地域内部での移劫を表わす場合でも,

地域内に経由点を想定できれば ｢め ぐる｣も使うこと

ができる｡〔3.2.2.2.〕の略5)(67)の認定には個人差があ
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るとしたが,これは.この経由点を恕態できるか否か

個人によって追うためである｡

(78)総理大臣が遊説で地方をめぐる｡

この場合は ｢地方｣という地域の中に何々地方.何

何軌という経由点を想寵できる.

また ｢めぐる｣では再び出発点に戻らなければなら

ない｡

(7g) タンカーは途中の).i..]々 を まわりながら 産油

国に向かった｡

(30)×タンカーは途中のt.誌々 を め ぐりながら 産油

国に向かった｡

3.3, ニ格 ･-格をとるもの

｢ニ｣も ｢-｣も現代語ではほぼ同じように倣われ,

以下の例文でも両者を同じように使えるので,ここで

まとめて扱う｡

剛 友人の家に まわって 帰る｡

(82)×友人の家に め ぐって ･Jr,iltる｡

(紬 大通りを横断するときは.あちらの抄造楯に

まわって下さい｡

帥 ×大過l)を横断するときは,あちらの渉道楠に

めぐって下さい ｡

(Bl)ち(83)も目的地へ直接行かず,二 ･へ格の場所を紙

由して,寄り道をしたり,迎回りをすることを表わす｡

これは 〔3.2.3.〕の経由点が-か所の域食と考えられ

る｡また.

(85) 敵の背後に まわる｡

舶 ×敵の背後に め ぐる｡

(87) 城の後へ まわる｡

㈹ ×城の後へ めぐる｡

のように,直進せずに迂回して二 ･-格の示す目的地

へ行くことをまわすこともある｡

4. まとめ

以上の考察をまとめてみるとつぎのようになる｡

ONか V

｢まわるJ :Nがそのt,のを中心として回転する

ことを表わす｡

｢めぐる｣:Nには固相的な時間の辿鎖を示す概

念が立ち,時の循環を表わす｡

｢めぐって来る｣:Nには反復的な時間概念が立

ち,ある時の到来を表わす｡

城を示し,それを中心として円または弧を描 く移

動を表わす｡ヲ椿には他に,移動の軌跡を示す名

詞もとる.

ONsingヲ V

rまわる｣

1.ヲ格外部での移動 :ヲ格で示されるある一つ

の物体 ･地点 ･地域を中心として円または弧

を描 く移動を表わす｡〔Nsingのまわl)ヲ

V〕と同じであるが.この桝文の方は唆味で

あることがある｡

2.ヲ格内部での移動 :ヲ楠で示されるある一つ

の地域の中をあちこちに移動することを表わ

す｡

｢め ぐる｣ :か格に立つものがヲ格に立つものを

取りLqんでいる状膳を衷わす.

ONplヲ V

｢まわる｣ :ヲ格で示される似数の物体 ･地点 ･

地政を経由する移動を表わす｡遊動 そのものに蛙

Elする｡

｢め ぐる｣:｢まわる｣と同じだが,続由,i..亡の存在.
に柾目する｡

ONニ/へ V

｢まわる｣ :ニ ･-格の示す場所を経由して巨川'LJ

地へ行くこと.あるいは直進せず辻回して二 ･-

椿の示すE川EJ地-行くことを表わす｡

5. 問題点

｢まわる｣と｢めぐる｣は一般に･ffi発語とされている｡

ここでも･蛾義語として分析してみたが.用法が苑なる

のはごく一部であった｡このため餅も語のX.I:昧品的分

析というよJ)ち.二語の用法の分弧 こなってしまった｡

また ｢めぐる｣がいくらか文語的な言い回しである

ことも例文の検討の上で彫轡があるようだ｡

言語経腫 :1958年11月東京都盟tt'.'日夏.'ji｡

3歳-埼三L;.県別i-'!fiを7117'

ONsingのまわりヲ V

｢まわる｣ :Nsingがある一つの物体 ･地点 ･地
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